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 税関の国際機関（本部ブリュッセル・ベルギー 、1952年設立、当初17➡184加盟国・地域）

 御厨事務総局長（2009年～、アジア初）

 ３つのコア・ファンクション

 グローバル・スタンダードの設定

 税関間の協力

 キャパシティ・ビルディングの推進 2

世界税関機構（関税協力理事会）

HS条約
（1988年発効）

改正京都規約（1999
年採択・2006年発効）

SAFE基準の枠組
（2005年採択） 2

（WCOのロゴ） （設立70周年のロゴ）



国連テロ対策オフィス担当国連事務次長
(9/2022)

他の国際機関との協力推進

万国郵便連合（UPU）事務局長
(3/2022)

UNCTAD事務局長 (10/2022)

国連事務総長 (6/2021) インターポール事務総長 (10/2022)WTO事務局長 (10/2022)
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キャパシティ・ビルディング

日本の任意拠出金：第１位（人的貢献、及び2011～2021年累計金額ベース）

関税協力基金
（Customs Cooperation Fund）

税関能力向上、税関手続きの改善
事務局研修制度、留学制度、等

WCO-JICA合同プロジェクト

マスター・トレーナー・プログラム（人材育成）

分野：品目分類、関税評価、原産地、事後
調査、リスク・マネージメント、等
対象：アフリカ、大洋州島嶼国

個別プロジェクト

偽ワクチン対策、プラスチックごみ対策、
災害時の人道援助物資迅速通関、等
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税関を取り巻く環境①：サプライチェーン・レジリエンス

WTO – TFA
Global Value Chain

48%

Supply Chain Resilience

COVID-19 and supply chain disruption

脆弱な国境

人道援助物資 密輸

紛争と食料危機・エネルギー危機
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International Conference on Central-South 
Asia Regional Connectivity
（於ウズベキスタン、7/2021）

ウクライナ・ゼレンスキー大統領と
（於ウクライナ、7/2021）



アフリカ大陸自由貿易圏 （African Continental Free Trade Area、AfCFTA)
 運用開始：2021年1月
 署名：アフリカ54カ国・地域

 事務局：アクラ（ガーナ）

税関を取り巻く環境②：地域統合

6AfCFTA閣僚会議 (7/2022)

Eタリフブック・原産地マニュアル
(8/2022)

AfCFTA事務局とのMOU (2/2022)



税関を取り巻く環境③：
E-Commerceによる大量貨物の到来

 EU税関改革
 税関の役割拡大

 税関の能力向上

 正確なデータの収集と共有

 Wise Persons Group報告書
（3/2022)
 2030年までに実施すべき10の提言

 欧州委が2022年末までに案を作成

＜Wise Persons Group報告書：10の提言＞
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• A package of reforms
• A new approach to data
• A comprehensive framework for cooperation
• Setting up a European Customs Agency
• Reforming and expanding the AEO scheme
• A new framework of responsibility and trust
• No more customs duty exemption threshold

of €150 for e-commerce
• A package of measures to green EU customs
• Properly resourcing, upskilling and equipping

customs administrations
• An annual estimate of the Customs Revenue

Gap



女性の関税局長・関税庁/歳入庁長官の数

 23名（13％、2018年） ➡ 31名（17％、2022年）

 Gender Equality & Diversity(GED)の推進

 WCO・税関GEDグローバル・ネットワーク

税関を取り巻く環境④：女性の活躍
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フランス関税局長（2/2022）

オランダ関税局長（左）
（10/2022）

WCO主催HSセミナー
（於モルドバ、6/2022)

ドイツ関税局長（1/2022）



今後の課題①：データの活用

 2022年のWCOテーマ
“Scaling up Customs Digital Transformation by Embracing 
a Data Culture and Building a Data Ecosystem”

 WCOデータ戦略
 データ共有

 データ専門家間の連携強化

 能力強化

正確なデータに基づく税関行政

目指すべき税関の役割

Customs as a trusted advisor of Government
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2022年のWCOテーマの
ポスター



今後の課題②：環境

多国間環境協定における貿易措置
 ワシントン条約（絶滅危惧種）

 モントリオール議定書（オゾン層破壊物質）

 バーゼル条約（有害廃棄物：プラスチックごみ、電子ごみ等） 等

税関の貢献（Support the Green Transition）
 品目分類：Greener HS
 サーキュラー・エコノミー（貿易促進：リサイクル、リユース、修理・部品交換）

 「ごみ」か「リサイクル品」か

 トレーサビリティ
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WCOグリーン税関グローバル会議
（7/2022）



150周年を迎える日本税関への期待
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途上国税関への支援
（人的・財政的支援）

グローバル・スタンダード
（最新の経験の共有）

WCOの有効活用
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Thank you
税関発足150周年記念シンポジウム

WCO事務総局長 御厨邦雄

2022年11月25日
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